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「算数の計算ならオイが１番じゃっど」

牛之濵ツタヱさん （101歳）
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歳
以
上
の
人
で
、
ツ
タ
ヱ
さ
ん

が
一
番
元
気
じ
ゃ
っ
と
や
ん
か
。

ま
こ
て
元
気
じ
ゃ
っ
で
、
120

歳
ま
で

あ
っ
ち
ゅ
う
間
や
っ
ど
」

と
、
牛
之
濵
ツ
タ
ヱ
さ
ん
を
よ
く
ご

存
知
の
方
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
と

ご
本
人
に
伝
え
る
と
、
ツ
タ
ヱ
さ
ん
は

「
オ
イ
が
そ
げ
ん
一
番
元
気
や
っ
と

け
。
そ
い
で
今
、
阿
久
根
で
100

歳
を
超

え
ち
ょ
っ
し
は
何
人
く
ら
い
お
っ
と
」

と
話
さ
れ
た
の
で
、

「
20

名
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
す

よ
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、

「
そ
げ
ん
、
少
な
か
い
や
」

と
ツ
タ
ヱ
さ
ん
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

牛
之
濵
ツ
タ
ヱ
さ
ん
は
、
明
治
43

年

12

月
22

日
に
５
人
兄
妹
（
３
番
目
）
の

二
女
と
し
て
牛
之
浜
区
に
生
ま
れ
、
現

在
101

歳
。も
う
す
ぐ
102

歳
を
迎
え
ま
す
。

長
年
、
薩
摩
川
内
市
辺
り
ま
で
魚
売

り
の
行
商
を
し
な
が
ら
６
人
の
子
ど
も

を
育
て
あ
げ
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・

平
成
と
激
動
の
時
代
を
駆
け
抜
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

特
に
大
き
な
持
病
と
い
う
も
の
も
な

く
、
血
圧
の
薬
を
調
合
し
て
も
ら
う
た

め
に
月
１
、
２
回
病
院
を
受
診
し
、
デ

「
100

イ
サ
ー
ビ
ス
に
週
１
回
通
っ
て
い
ま
す
。

「
主
人
は
『
よ
か
に
せ
』
で
、
若
い
こ

ろ
は
オ
イ
も
、
主
人
も
よ
う
モ
テ
よ
っ

た
ん
じ
ゃ
っ
ど
」

と
若
か
り
し
こ
ろ
の
『
よ
か
に
せ
』

な
夫
の
時
義
さ
ん
の
写
真
を
見
せ
、
少

し
照
れ
く
さ
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。時
義
さ
ん
は
40

年
ほ
ど
前
に
他
界
。

た
し
て
、
牛
之
濵
ツ
タ
ヱ
さ
ん

の
長
寿
で
元
気
の
秘
け
つ
は
何

だ
ろ
う
か
と
思
い
、
本
人
に
い
ろ
い
ろ

と
質
問
し
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
食
事
は
間
食
せ
ず
、
毎
日
３

食
し
っ
か
り
摂
り
ま
す
。
朝
食
は
ア
ン

パ
ン
を
半
分
、
牛
乳
、
は
ち
み
つ
、
そ

し
て
『
生
み
そ
』
を
ス
プ
ー
ン
１
杯
。

こ
の
『
生
み
そ
』
を
摂
ら
れ
る
習
慣

は
、昔
か
ら
と
の
こ
と
で
す
。
昼
食
は
、

ご
は
ん
と
味
噌
汁
と
副
菜
。
夕
食
は
、

ご
は
ん
と
味
噌
汁
と
肉
入
り
の
お
か
ず

を
好
ん
で
食
べ
、
食
後
の
養
命
酒
一
杯

は
毎
日
か
か
さ
ず
飲
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
お
か
ず
や
味
噌
汁
は
家
族

が
調
理
し
て
い
ま
す
が
、
ご
飯
を
炊
い

た
り
、
食
器
洗
い
は
ご
自
分
で
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
入

浴
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
、
身
の
回
り
の

こ
と
も
ほ
と
ん
ど
ご
自
分
で
さ
れ
ま
す
。

身
の
回
り
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

自
分
で
さ
れ
る
元
気
な
101

歳

長
寿
で
元
気
の
秘
け
つ

毎
朝
『
生
み
そ
』
を
ス
プ
ー
ン
一
杯
。
食
事
は
人
一
倍
時
間
を
か
け
て
食
べ
る
。

オ
イ
が
そ
げ
ん

一
番
元
気
や
っ
と
け

牛
之
濵
ツ
タ
ヱ
さ
ん

（
牛
之
浜
区
）

「写真は苦手じゃ」と話しながら、笑顔で
応えてくれた牛之濵ツタヱさん。101歳。

ご自宅のテラスで
息子夫婦と一緒に

（101歳）

は

◇特集（第１部）

ＬＩＦＥ
生きる
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◇特集　ＬＩＦＥ　生きる（第１部）今月の題字

阿久根市が、さらに元気な街に

なってほしいです。将来は、保育

か事務の仕事に就きたいと考えて

います。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協議会
での義援金受付期間を平成25年３
月31日まで延長いたしますので、
引続き市民の皆さまのあたたかい
ご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成2４年９月30日現在）

１３,６４５,３０６円
※日本赤十字社を通じて、被災された
方々へ配分されます。

義援金を受け付けています

宮み
や

　

前ま
え

　
亜あ

　

弥や

さ
ん

大
川
中
３
年

子
の
輝
美
さ
ん
か
ら
見
て
、
ど

ん
な
こ
と
が
秘
け
つ
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
芯
が
強
い
人
で
、
64

歳
に
な
っ
た
今

で
も
よ
く
母
に
叱
ら
れ
ま
す
。

と
に
か
く
機
転
が
早
く
て
商
売 

上
手
。
他
人
が
あ
ま
り
し
て
い
な
い
こ

と
を
早
く
か
ら
考
え
て
取
り
組
む
人 

で
す
。

ま
た
、
行
商
を
し
て
い
た
せ
い
か
、

足
し
算
や
引
き
算
な
ど
の
暗
算
が
め
っ

ぽ
う
早
い
う
え
に
正
確
。
今
で
も
全
然

か
な
い
ま
せ
ん
。

他
人
に
負
け
る
の
が
嫌
い
で
、
何
で

も
『
一
番
』
が
好
き
な
よ
う
で
す
。

で
も
、
食
事
だ
け
は
別
。
人
の
何
倍

も
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
噛
ん
で
味

わ
い
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が 

実
は
一
番
、
長
生
き
の
秘
け
つ
な
の 

か
な
」

と
話
し
な
が
ら
、
ツ
タ
ヱ
さ
ん
が
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
行
っ
た
足
し
算
・
引
き

算
ド
リ
ル
の
100

点
満
点
な
ら
ぬ
、
101

点

満
点
の
答
案
用
紙
を
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
自
筆
で
書

き
損
じ
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

「
同
じ
デ
イ
に
通
っ
て
い
る
11

歳
も 

年
下
の
利
用
者
か
ら
『
お
ま
ん
な
頭
が

よ
か
な
』
と
言
わ
る
っ
と
」

と
、嬉
し
そ
う
に
話
す
ツ
タ
ヱ
さ
ん
。

睡
眠
は
夜
７
時
か
ら
朝
５
時
ま
で
の

10

時
間
。
人
と
話
を
し
た
り
、
外
出
す

る
こ
と
が
大
好
き
で
、
天
気
の
良
い
と

き
は
、
朝
早
く
か
ら
近
所
を
散
歩
し
た

り
、
集
落
の
行
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭

に
も
積
極
的
に
出
席
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

べ
て
が
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、『
生
み

そ
』
を
摂
ら
れ
る
こ
と
や
身
の
回
り
の

こ
と
を
ほ
と
ん
ど
自
分
で
さ
れ
る
こ

と
、意
志
の
強
さ
、何
と
い
っ
て
も
『
食

事
』
は
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
摂
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
長
寿
の
秘
け
つ

な
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

「
県
の
最
高
齢
に
い
っ
き
追
い
つ
っ
ど
」

と
言
う
周
囲
に
、
ツ
タ
ヱ
さ
ん
は
ま

ん
ざ
ら
で
も
な
さ
そ
う
に
笑
顔
で
う
な

ず
い
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

す

月
１
日
付
け
で
、
１
年
以
上
市

内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
80

歳
に

な
ら
れ
た
方
343

名
、
88

歳
161

名
、
101

歳

以
上
12

名
の
計
516

名
の
皆
さ
ま
に
敬
老

祝
い
金
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

敬
老
祝
い
金
配
布

９

デイサービスに元気に通う
牛之濵ツタヱさん

９月４日から敬老祝い金を配布

尻無上区の敬老会（小麦公民館）

尻無上区の敬老会に
和太鼓の音が力強く響く
９月16日、尻無上区の小麦公民
館で開かれた敬老会に、鹿屋市を
中心に活動する鹿屋和太鼓集団
「魂～Ko-Ko-Ro～」がお祝いに駆
けつけました。普段は静かな山間
集落に、この日は和太鼓の力強い
音が響きわたり、招待された地区
の高齢者約30名は、そのバチさば
きに見入っていました。

息
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阿久根市さわやかクラブ連合会の皆さん
（旧阿久根市老人クラブ）

最近、“Ｇ.Ｇ.（グランド・ジェネレーション）”とい
う言葉を耳にします。それは、“人生で最も輝かしい 
ときを迎える世代”という意味なのだそうです。

阿久根市内には、たくさんの『学べる場』『集いの場』

があります。「もう年やっで」と諦めず、勇気を持って

いろいろな『場』へ参加すると、思わぬ『人』や『物』

との出会いがあるかもしれません。

第２部では、そのような出会いの「場」を見つけて活

動されている３名の方をご紹介します。

◇特集（第２部）

ＬＩＦＥ
生きる

■市制施行60周年記念グラウンドゴルフ大会
◇とき　11月10日㈯

※雨天11月17日㈯

◇場所　市陸上競技場

◇対象　市内に住む

60歳以上の方

（５人1組）

◇参加費　無料

◇申込締切

10月26日㈮まで

問老人福祉センター
☎７３－２９１０

■Ｇ.Ｇ.男性料理教室参加者募集
Ｇ.Ｇ.の男性を対象とした料理
教室を開催します。料理初心者向

けの基本的な家庭料理教室です。

ぜひ、ご参加ください。

◇場　所　働く女性の家

◇対　象　市内に住む65歳以上の

男性

◇受講料　材料費のみ実費負担

問高齢者対策係 ☎７３－１２１１
（内線１４１４）

◇定員　30名（先着順）

◇申込締切

10月31日㈬まで

◇日程（全６回）午前10時～午後１時

第１回 11月13日㈫ 第４回 12月25日㈫
第２回 11月27日㈫ 第５回 １月８日㈫
第３回 12月11日㈫ 第６回 １月22日㈫

調理例

子育てサークル
との交流

いきいきサロン
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｢私なんか、ほかの民生 
委員さんに比べると、

まだまだですよ」と、謙虚な

姿勢の松永さん。手元には、

いつでも区民に説明できるよ

うにと、様々な福祉制度を網

羅した資料にびっしりと付せ

ん紙が貼られていました。

主な活動は、牛之浜区の独

居者や高齢者夫婦などの見守

り・声かけ活動やいきいきサ

ロンを毎月１回行うこと。

「すばらしいスタッフの協

力のおかげで今の活動が成り

立っている。相談すると、き

ちんと声が返ってくる。みん

な一緒の目線で活動ができて

いるからだと思う」とのこと。

訪問先で「今日初めて会っ

たのは、おまんじゃった」と

言って喜んで玄関に迎え入れ

てもらえたときは、この上な

く有り難い気持ちでいっぱい

になるそうです。「相手が喜

んでくれたことを自分の喜び

に変えられる。だから自分は

がんばれる」と話してくださ

いました。

“作る楽しさ 伝える喜び”
をモットーに、20歳代

から80歳代と年齢の幅が広い

会員26名を会長としてまとめ

上げる折橋さん。プラス思考

で明るい性格に加え、チャレ

ンジする意欲と行動力が、若

い世代から高齢者まで幅広い 
年代の方に親しまれてい 
ます。

「最初は、会長ということ

で自分にできるのだろうかと

悩んだときがあったが、一つ

ひとつやっていくしかないと

考え方を変え、先輩方に支え

られてどうにかやってこれま

した」と話す。会長職は今年

で３年目。平成25年度に鹿児

島で全国大会があるとのこと 
でドキドキしているそう 
です。

「健康は幸せのみなもとで

す。私たちがいろんな世代の

人たちとどんどん交流し、活

動していくことによって、「食」

に対する考え方を見直し、阿

久根の人たちがみんな健康に

なっていけばいいなと思いま

す」と目標を語りました。

｢14、15歳の青年のころから自己流で踊っ

てきた。かかりつけのお医者

さんから『踊りはやめるな』

と言われとる」と話し、90歳

現役で主に女形の踊りをされ

る飛松さん。踊りのメンバー

と地元はもちろん、病院や福

祉施設などの慰問活動をして

楽しんでおられます。

「私の女形の踊りを見て涙

される方がいて、生きがいを

感じる。夜寝るときは、枕元

にＣＤをかけ、歌詞を覚えた

り、踊りの振り付けをイメー

ジしている」と話してくださ

いました。取材中、肌が艶々

されていたので、肌のお手入

れについて尋ねたところ、「お

化粧をするのでスキンケアし

ている。肌のトラブルは大敵」

と話し、妻のサチ子さんから

「私より化粧水や乳液をパタ

パタしちょったっど」と笑い

とばされ、照れくさそうに頬

を赤らめる飛松さん。「リク

エストは、準備があるので早

めに伝えてほしい」とのこと

でした。

女形の踊りを披露する
飛松勇藏さん

いきいきサロンの忘年会で寸劇
する松永慶三さん（写真左）

調理実習を行う
食生活改善推進グループの皆さん

前
任
が
レ
ー
ル
を
引
い
て
く
れ
た

自
分
の
色
を
出
し
て
い
る
だ
け
で
す

子
育
て
中
の
親
子
さ
ん
と
一
緒
に

料
理
す
る
交
流
を
も
っ
と
し
た
い

踊
り
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
人
と
の

出
会
い
が
あ
る
　
生
き
が
い
で
す

牛之浜区　民生委員
松永 慶三さん（73）

高之口舞友会
飛松 勇藏さん（90）

食生活改善推進グループ
会長 折橋 妙子さん（46）

民 食 舞
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ロンドン＆北京五輪の「銅」メダリスト
湯元兄弟が西目小を訪問

９月３日、ロンドン五輪のレス
リングフリースタイル55キロ級銅
メダリストの湯元進一選手と、双
子の兄で北京五輪60キロ級銅メダ
リストの湯元健一選手が、西目小
学校を訪れました。同校の保護者
のご親戚が縁。
湯元進一選手は「どんなにきつ
い練習でも、あきらめずに頑張り
続ければ、いつか結果につながる」
と話し、兄の湯元健一選手は「将
来自分はこうなりたいと、なりた
いものを口に出すといい」と子ど
もたちにアドバイスしました。
お二人は、和歌山県出身です
が、母親のサツエさんが阿久根市
遠見ヶ丘区のご出身で、幼い頃は
何度も阿久根市を訪れていたとの
ことです。

な つかしの校庭で集う絆
大川中45歳組、鶴川内中55歳組
９月９日、大川中と大川校

区の合同の運動会に今年度で
45歳になる同校の昭和57年の
卒業生32名が『つぼみの45歳
組』として、また、９月23日
には、鶴川内中の運動会に今
年度で55歳になる同校の昭和
48年の卒業生18名が『55歳組』
として参加し、母校のグラウ
ンドで心地よい汗を流してい
ました。競技中、卒業生が在
校生へ範を示すような奮闘姿
に、観客や在校生から大きな
声援が飛び交っていました。
大川中の『つぼみの45歳組』
が今年で34回目、鶴川内中の
『55歳組』が今年で25回目を迎
えたとのことです。

西目小学校の子どもたちに語りかけている
湯元進一選手（左）と、湯元健一選手（右）

名勝負で会場をわかせた相撲大会

はっけよい、のこったY
大川校区の十五夜祭
９月30日、これまで各集落で行っていた

十五夜祭を、今年は大川校区全体を対象にし

て、大川中学校で開催したところ、校区民約

80名が参加し、大盛況となりました。同校区

の子ども育成会が主催。

まず、グラウンドで綱引き大会を行い、そ

の後、子どもたちが体育館で男女に分かれて

相撲を取りました。名勝負が続く元気いっぱ

いの姿に、保護者や地区の高齢者などから大

きな笑い声や拍手がわき起こっていました。

スプーンリレーで
校庭を駆け回る

（鶴川内中）大川中　昭和57年卒『つぼみの45歳組』

鶴川内中　昭和48年卒『55歳組』
手荒い洗礼を受け
る45歳組（大川中）
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ま
ち
の
話
題
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

まちの話題 ピックアップ

気 づきを価値化にする、楽しいが大事
榎田竜路氏と鶴翔高校放送部が交流
９月16日、『ローカルサミットin阿
久根』に参加するために阿久根市を

訪れていた音楽家でプロデューサー、

北京電影学院客員教授の榎田竜路氏

が、鶴翔高校放送部員４名と同校で

交流を行いました。

「一つの価値観だけにとらわれず、

常に物事の中に新しい関係性を見出

すこと。気づきを価値化し、楽しい

ということが一番大事。」と説く榎田

氏の言葉に、部員たちは真剣な表情

で聞き入っていました。榎田竜路氏から撮影指導を受ける鶴翔高校放送部員

進 学前に３小学校の児童が先輩中学生と
「よかどし」交流で不安解消
８月27日、鶴川内中学校に進学予定の鶴川内、

折多、田代小の６年生11名の子どもたちを対象

に「よかどし」を行いました。中学進学への不

安解消が目的で、今年は中学１、２年生も一緒

に交流しました。

理科の実験教室では、液体窒素を使って酸素

を冷やして液体にしたり、液体窒素ロケットを

作って飛ばしたりする実験を行い、参加した子

どもたちから感嘆の声があがっていました。 理科の実験教室に子どもたちは興味津々

阿 久根中学校女子が準優勝Y
隈元旗争奪中学生阿久根バスケットボール大会

はつらつ、全力プレーY
西九州選抜少年ソフトボール大会

９月２、３日に市総合体育館で『第10回隈元旗
争奪中学生阿久根バスケットボール大会』が開催
され、阿久根・出水・伊佐地区の男女12チームが
参加。中学３年生が引退し、新チームの夏休みの
練習成果をみる大会となりました。なお、同校男
子も３位入賞と健闘しました。

８月25日、26日に市総合運動公園内ソフトボー

ル場・野球場で、西九州選抜少年ソフトボール大

会が開催されました。九州各県の選抜チームや県

内から計31チームが出場し、熱戦が繰り広げられ

ました。

準優勝と健闘した阿久根中学校女子バスケットボール部

山下ソフトボールスポーツ少年団

園
その

田
だ

恭
たか

大
ひろ

さんによる元気な選手宣誓
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まちの話題 みんなのアルバム

・
市
長
賞
　
中
山
　
勝
久
（
段
　
区
）

「
交
差
点

無
理
無
知
無
視
が
　
事
故
招
く
」

・
金
　
賞
　
中
山
サ
チ
子
（
段
　
区
）

「
ハ
ン
ド
ル
は

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
で
　
操
作
す
る
」

・
銀
　
賞
　
信
廣
　
勝
視
（
寺
山
区
）

「
安
全
を

口
で
言
う
よ
り
　
見
て
わ
た
れ
」

・
銅
　
賞
　
隈
元
　
春
男
（
段
　
区
）

「
交
差
点
ま
ず
停
止

左
右
確
認
　
最
徐
行
」

交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

・
市
長
賞
　
中
山
　
勝
久
（
段
　
区
）

「
声
か
け
は

犯
罪
防
ぐ
　
第
一
歩
Y
」

・
金
　
賞
　
髙
原
ア
キ
ヱ
（
栫
　
区
）

「
詐
欺
行
為

美
味
い
話
に
　
裏
が
あ
り
」

・
銀
　
賞
　
下
田
　
京
子
（
新
町
区
）

「
た
し
か
め
て

念
に
は
念
を
　
詐
欺
事
件
」

・
銅
　
賞
　
中
尾
ス
ミ
ヱ
（
栫
　
区
）

「
よ
か
話

の
れ
ば
あ
ぶ
ね
　
そ
の
話
」

防
犯
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

阿久根交通・地域安全グラウンドゴルフ大会

９月27日、市総合運

動公園で『阿久根交通・

地域安全グラウンドゴ

ルフ大会が開催され、

市内の80チーム、400

名が参加しました。主

な大会結果は次のとお

りです。

団体優勝　さわやか西目Ｃチーム
個人優勝　猿楽シマエさん

◇団体の部　　　　　　　　（敬称略）

順位 チーム名

優 勝 さわやか西目Ｃ

準優勝 くろしおＧＧ同好会Ａ

３ 位 田代ＧＧ同好会Ｄ

◇個人の部　　　　 （敬称略）

順位 氏　　名

優 勝 猿　樂　シマヱ

準優勝 髙 口 半 二

３ 位 平 田 　 優

４ 位 坂　下　ヨシ子

５ 位 鶴 園 初 義

水流大翔さんが市長賞を受賞
第26回阿久根書道展
『第26回阿久根書道展』の表彰式が９月30日、市民会館で行わ

れ、市長賞を受賞した水流大翔さんら40名が入賞し、表彰状が贈

られました。同展は、９月23日から９月30日まで開催され、約

230点が展示されました。阿久根書道会の主催。なお、主な受賞

者は次のとおりです。

阿久根書道展受賞者の皆さま

（敬称略）

賞　名 氏　　名 所　　属

市 長 賞 水 流 大 翔 阿 久 根 小 ２ 年

市議会議長賞 野 畑 敬 亮 三笠書道　中３年

教 育 長 賞 田　原　芽流茂 阿 久 根 小 ６ 年

シャッターに絵を描いた
尾崎小学校の児童

尾 崎小学校児童の絵で火の用心
８月29日、秋の全国火災予防運動

を前に、尾崎小学校の子どもたちが
保護者協力のもと、山下消防分団尾
崎班詰所のシャッターに、『火の用
心』の文字と、地元特産品のボンタ
ンと竹をモチーフにしたユニークな
絵を描きました。
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ま
ち
の
話
題
　
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

ビーチサンダルを勢いよく跳ばす参加者

ビーチフェスタ2012in阿久根大島
そうしん杉の子会

９月８日、阿久根大島の海岸

で『ビーチフェスタ2012in阿久
根大島』が開催されました。参

加者は、太陽が照りつける中、

阿久根大島の海岸清掃を行い、

ビーサン跳ばし選手権（ビーチ

サンダルを遠くまで跳ばす競

技）やビーチフラッグスなどの

イベントが行われました。そう

しん杉の子会が主催。ビーチフ

ラッグス選手権では、砂だらけ

になりながら激しい攻防を繰り

広げていました。

郷土の歴史や逸話などを楽しく学ぶ
阿久根郷土史研修会（第１回）

阿久根の先人の歴史について学ぶ参加者 ９月15日、市民会館で阿久根郷土史会主

催の『阿久根郷土史研修会』が行われました。

市内外から27名が参加。第１回目は、濵之

上訓衞さんを講師に、先史時代から莫祢氏

と山門氏までの歴史を楽しく学びました。

なお、研修会は毎月第３土曜日に市民会

館で開催しています。参加料は無料。興味

のある方は、ぜひご参加ください。

※問い合わせ先　生涯学習課（市民会館）

☎0996-72-1051

福島県南相馬市　桜井勝延市長の講演

第１分科会第５分科会

ローカルサミット、阿久根市で開催
『第５回ローカルサミットin阿久根』
９月15日～９月17日の３日間、全国各地の有志が集い、

地域活性化などを地方から考えるローカルサミットが、阿
久根市で開催されました。９月16日は、参加者200名が７つ
の分科会に分かれて意見交換を行い、最終日の９月17日に
は福島県南相馬市の桜井勝延市長が講演を行い、「南相馬市
が世界史的な復興を遂げるために、皆さんの力を貸してほ
しい」と呼びかけました。その後、同氏を含め、富山県南
砺市の田中幹夫市長、西平市長の３市長による首長サミッ
トなどが行われました。

楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）みんなのアルバム

「南相馬市が世界史的な復興を遂げる
ために、皆さんの力を貸してほしい」
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月
９
日
㈰
、
第
８
回
体
育
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら

学
年
対
抗
で
赤
・
青
・
黄
の
団
に
分
か

れ
て
行
う
こ
と
と
な
り
、
３
年
生
は
最

上
級
生
と
し
て
、
ま
た
１
・
２
年
生
は

上
級
生
に
勝
利
す
べ
く
、
熱
心
に
競
技

や
応
援
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
開
催
ま
で
の
間
、
学
校
内
で
は

生
徒
た
ち
が
夏
休
み
返
上
で
団
の
パ
ネ

ル
を
作
成
し
た
り
、
応
援
団
の
和
太
鼓

を
叩
く
音
や
、
気
合
の
こ
も
っ
た
か
け

声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

赤
・
青
・
黄
の
各
団
の
応
援
団
に
は

そ
れ
ぞ
れ
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ

た
伝
統
の
演
舞
が
あ
り
、
卒
業
生
た
ち

が
学
校
を
訪
れ
、
後
輩
た
ち
に
熱
心
に

伝
授
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
団
と

も
他
の
団
に
負
け
じ
と
、
代
々
続
く
演

舞
に
加
え
、
自
分
た
ち
で
考
え
出
し
た

新
し
い
演
舞
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

お
り
、
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。
担
当

教
諭
も
一
緒
に
な
っ
て
熱
心
に
練
習
に

参
加
し
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
供
与
し
た
り

し
て
、
生
徒
た
ち
と
と
も
に
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ
、
鶴
翔
高

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
朝
か
ら
大
勢
の

保
護
者
の
方
々
や
、
地
域
の
皆
さ
ま
が

９

応
援
に
か
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
校
に
は
全
国
大
会
の
常
連
と
な
っ
て

い
る
陸
上
部
の
ほ
か
、
多
く
の
力
強
い

運
動
部
が
あ
る
た
め
、
体
育
祭
で
は
非

常
に
迫
力
あ
る
競
技
や
全
国
レ
ベ
ル
の

徒
競
走
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

激
戦
の
結
果
、
総
合
優
勝
・
応
援 

優
勝
と
も
に
、
３
年
生
の
赤
団
が
獲
得

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
年
生
も
競
技
種
目
で
僅

差
ま
で
詰
め
寄
り
、
１
年
生
も
、
下
級

生
と
は
思
え
な
い
迫
力
あ
る
応
援
や
演

舞
で
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

閉
会
式
後
に
は
勝
利
の
笑
顔
や
敗
北

の
悔
し
涙
が
随
所
で
見
ら
れ
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
経
験
に
な
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

（
鶴
翔
高
校
　
広
報
部
　
德
留
裕
明
）

高校再編により、平

成17年４月から開校し

た、地元唯一の高校「鶴

翔高校」。

今月号から、同校の

先生や生徒の皆さま方

から誌面を通じて、楽

しい情報や元気な情報

を発信していただき 

ます。

鶴翔
高校へ
行こう①

スポーツ健康科学系列による組体操

青団（２年生）の演舞

クラス対抗リレー

男子3,000ｍ走

赤団（３年生）の演舞

鶴
翔
高
校

『
第
８
回
体
育
祭
』
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年
は
『
飛
翔
祭
』
を

６
月
に
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
11

月

に
開
催
日
を
変
更
し
、
毎
年

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
た
農

産
品
・
加
工
品
販
売
を
行
う

農
業
祭
も
合
わ
せ
て
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
れ
た
て
新
鮮
な
野
菜
や

美
し
い
花
き
、『
３
年
Ａ
組

シ
リ
ー
ズ
』
を
生
徒
が
心
を

こ
め
て
販
売
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
作
品
展
示
や
演
劇
、

バ
ン
ド
演
奏
な
ど
も
見
所 

満
載
で
す
。

現
在
、『
飛
翔
祭
』
開
催

に
向
け
て
生
徒
一
同
、
一
生

懸
命
に
準
備
を
進
め
て
い 

ま
す
。

保
護
者
の
方
々
だ
け
で 

な
く
、
ぜ
ひ
地
域
の
皆
さ
ま

も
、
鶴
翔
高
校
文
化
祭
『
飛

翔
祭
』へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
農
産
品
・
加
工
品

販
売
と
並
行
し
て
、
農
業
科

学
科
、
食
品
技
術
科
合
同
に

よ
る
新
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中

で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

昨

◇
日
　
程

・
11

月
９
日
㈮

午
後
　
ス
テ
ー
ジ
発
表
①

（
ク
ラ
ス
・
部
活
動
な
ど
）

・
11

月
10

日
㈯

午
前
　
農
産
品
・
加
工
品
販
売
、

展
示
発
表
、
バ
ザ
ー
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
②

（
個
人
・
グ
ル
ー
プ
）

午
後
　
ス
テ
ー
ジ
発
表
③

（
ク
ラ
ス
・
部
活
動
な
ど
）

※
問
い
合
わ
せ
先

鶴
翔
高
等
学
校

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
７
３
１
０

食品加工科による販売

加工品販売は、あまり店頭に並ば 
ない商品を手に入れるチャンスY 
焼きたてのパンも人気ですY

農産品・加工品販売（
昨年の農業祭）

演劇に出演した生徒たち

 11月９日㈮

　 　・10日㈯
鶴翔高校文化祭

『飛翔祭』開催

鶴
翔
高
校
へ
行
こ
う
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問い合わせ先：
生涯学習課（市民会館）☎0996−72−1051

市総合文化祭を開催します
11月３日㈯･４日㈰

【演芸の部】
開催場所：市民会館大ホール

『前日祭』：11月３日㈯　午後１時～午後５時40分（予定）

『当日祭』：11月４日㈰　午前９時30分～午後３時（予定）

【展示の部】
開催場所：働く女性の家、保健センター

日　　時：11月３日㈯　午前９時～午後７時

11月４日㈰　午前９時～午後３時

【華道・茶道】（展示・実演）
開催場所：市民会館２階
日　　時：11月３日㈯　午前９時～午後７時

（華道のみ）
11月４日㈰　午前９時～午後３時
（華道・茶道）

【華　道】 【展示の部】 【茶　道】

【演芸の部】 【演芸の部】
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市制施行60周年記念式典
◇日　時　11月18日㈰
◇場　所　市民会館大ホール
◇内　容
⑴第１部　式典及び市政功労者表彰など

９時30分
⑵第２部　記念講演　　　　　11時15分

※講演は記念式典の一環として開催しますが、一般の方々
もお気軽にお越しください。なお、入場は無料ですが、
満席になり次第締め切らせていただきます。

【講演者】　松永信也　氏

（阿久根市出身）

現在、公益社団法人京都府

視覚障害者協会副会長、

京都市社会福祉審議会委員

【演　題】「阿久根、ありがとう」（予定）

※参考　松永信也ホームページ

「見えない世界」を伝えたい

http://www.nobuya.org/

内　　容

○本に親しむ集い
・多読者表彰、ボランティアグループによる 
読み聞かせ
・廃棄本の無料配布　
○健康づくりフェア
・脳年齢計、血管年齢計、骨密度測定器による
測定＆健康相談
・ウォーキング大会、薬との上手なつきあい方
講座

○ピカリン（二本松はじめ）のつながりあそび・
うたコンサート　○昔遊び＆工作体験コーナー
○食育コーナー＆手作りおやつの無料配布
○子育て支援機関紹介＆作品展示コーナー
○子ども用品リサイクル交換会　○学校給食展

ご家庭で不用になった子ども用品の
収集にご協力ください。
子供服、ベビーバス、チャイルドシー

ト、ベビーカー、絵本、ＤＶＤなど汚損
のないもので、使用に耐えるものに限り
ます。ぬいぐるみやおもちゃは収集しま
せん。11月９日㈮までに市役所生きがい
対策課までご持参くださいますようお願
いいたします。
※問い合わせ先
生きがい対策課
児童対策係
☎0996－73－1211
（内線1411）

市民ふれあいフェスタ
阿久根市制施行60周年記念

～小さなお子さんから高齢者まで　ふれあい・つながり・ハッピーに～

日時：11月23日㈮９時30分～15時　場所：市民会館



月
１
日
か
ら
、
脇
本
北

部
地
区
、
脇
本
西
部

地
区
、
脇
本
東
部
地
区
の
各
集

落
と
脇
本
中
心
部
を
結
ぶ
コ
ー

ス
、
ま
た
多
田
・
桑
原
城
地
区

の
各
集
落
と
市
街
地
中
心
部
を

結
ぶ
コ
ー
ス
で
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
行
が
新
た
に
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
大
川
地
区
で
は
週

３
日
（
月
・
水
・
金
）
か
ら
週

５
日
（
月
〜
金
）
運
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
乗
車
に
は
30
分
前
ま

で
に
タ
ク
シ
ー
会
社
へ
予
約
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
始
発
便

に
つ
い
て
は
、
前
日
ま
で
に
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
　
企
画
推
進
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１

（
内
線
１
２
３
１
）

10

（予約受付）

乗合タクシー 

目 的 地

※始発便については、前日までに

ご予約をお願いします。 

 

タクシー会社

電話予約 

（30 分前まで）

年齢に関係な

く利用できる

から便利だわ。
電話予約 

（30 分前まで）
 

昼間は家族がいない

ため、１人では買い物

にも出られなかった

んです。  

 

遠いバス停まで歩か

なくてよくなったの

で、かかりつけ医に行

くのが楽になった。  

電話予約 

（30 分前まで）

阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。
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【運 賃】

一人１回
２００円

阿
久
根
市
乗
合
タ
ク
シ
ー

脇
本
地
区
、
多
田
・
桑
原
城
地
区
で

新
た
に
運
行
を
開
始
し
ま
す
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阿
久
根
市
乗
合
タ
ク
シ
ー

③利用者Ａさん宅から乗車

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
ご
利
用
例

④利用者Ａさんを目的地へ②タクシー会社で受付①利用者Ａさんが電話で予約

①利用者Ａさんが電話で予約②タクシー会社で受付③△△病院から乗車④利用者Ａさん宅へ

（△△病院へ）

タクシーから降りる際に

帰りの便の予約をされて

も構いません。

（乗り合いが生じます）

（予約受付） 

Ａさんですね。

今日の10時の

便の予約を受け

付けました。

ご自宅で待って

いてください。

（自宅）

今日の10時の便で自宅

から△△病院まで予約

します。

今日の15時30分の便で

△△病院から自宅まで

予約します。

（△△病院から電話で予約）

（予約受付）

Ａさんですね。

今日の15時30

分の便の予約を

受け付けまし

た。△△病院で

待っていてくだ

さい。

（乗り合いが生じます）

いつも

ありがとう。

（自宅）

【脇本北部地区】

◇対象地区　八郷区・小漉区・大漉区
松ケ根区

◇運 行 日　月曜・水曜・金曜
◇運行時間
行き　１便　各 地 域　　８：４０発

２便　各 地 域　１３：３０発
帰り　１便　三笠支所付近　１１：３０発

２便　三笠支所付近　１６：３０発
予約　石澤タクシー

☎０８０－６４２３－８４９６

【脇本東部地区】

◇対象地区　瀬之浦上区・瀬之浦下区
大渕川区・桐野上区・桐野下区

◇運 行 日　火曜・木曜
◇運行時間
行き　１便　各 地 域　　９：００発

２便　各 地 域　１４：００発
帰り　１便　三笠支所付近　１１：３０発

２便　三笠支所付近　１６：３０発
予約　石澤タクシー

☎０８０－６４２３－８４９６

【脇本西部地区】

◇対象地区　深田区

◇運 行 日　月曜・水曜・金曜

◇運行時間

行き　１便　各 地 域　　９：１５発

２便　各 地 域　１４：００発

帰り　１便　三笠支所付近　１１：３０発

２便　三笠支所付近　１６：３０発

予約　石澤タクシー

☎０８０－６４２３－８４９６

【多田・桑原城地区】

◇対象地区　丸内区・大下区・内田区・桑原
城上区・桑原城下区・長谷区

◇運 行 日　火曜・木曜
◇運行時間
行き　１便　各 地 域　　８：００発

２便　各 地 域　１３：３０発
帰り　１便　市役所付近　１１：００発

２便　市役所付近　１６：１０発
予約　阿久根タクシー

☎０９０－３６６５－８４８４

【大川地区】

◇運 行 日　月曜～金曜
（※週３日から週５日へ）

◇運行時間（※１日９便から６便へ）
行き　１便　各地域　　７：５０発、２便　各地域　１０：００発

３便　各地域　１３：２０発
帰り　１便　的　場　１０：４０発、２便　的　場　１２：５０発

３便　的　場　１５：３０発
予約　阿久根タクシー　☎０９０－３６６５－８４８４

※祝日と12月29日～翌年１月３日までの間は運休となります。

乗合タクシー新たに運行開始
脇本地区・多田・桑原城地区
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人事行政の運営などの状況を公表します
「阿久根市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免、職員数、給与、

勤務時間などについて公表します。この条例は、本市の人事行政の運営などの状況を市民の皆さま

に公表することにより、その公平性と透明性を高めることを目的としています。本市においては、

毎年10月末日までに前年度の人事行政の運営などの状況について公表することとしています。

※問い合わせ先　総務課　職員係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１２１５）

１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴　採用者数と退職者数について

Ｈ23.４.１
現在職員数

Ｈ23年度
退職者等

派遣開始による
異動

派遣終了による
異動

Ｈ24.４.１
新規採用者

Ｈ24.４.１
現在職員数

２０１名 △１４名 △１名 ２名 １２名 ２００名

⑵　部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

区分

部門

職員数（人） 対前年
増減数

主 な 増 減 理 由
Ｈ23年 Ｈ24年

一
般
行
政
部
門

議 会 ５ ５ ０

総務・企画 ４９ ５０ １ 育休職員の配置換えなど

税 務 １１ １２ １ 専任職員の配置

民 生 ２２ ２１ △　１ 退職不補充など

衛 生 １７ １６ △　１ 専任職員の廃止

労 働 ０ ０ ０

農 林 水 産 ２９ ３０ １ 課の新設など

商 工 ５ ４ △　１ 専任職員の廃止

土 木 ２２ ２１ △　１ 建築部門の配置換え

小 計 １６０ １５９ △　１

特
別
行

政
部
門

教 育
（注）

１９ １９ ０

小 計 １９ １９ ０

公
営
企
業
等

会

計

部

門

病 院 ０ ０ ０

水 道 １０ １０ ０

そ の 他 １３ １３ ０

小 計 ２３ ２３ ０

合 計 ２０２ ２０１ △　１

（注）　教育長を含んだ数字です。（総務省地方公共団体定員管理調査より）

⑶　職員数の推移（各年度４月１日現在）　　　　　　　　　　（単位：人）

■
329

■
322

■
317

■
312

■
299

■
286

■
285

■
265

■
244

■
224

■
211

◆
237

■
335

◆
240

◆
227

◆
225

◆
224

◆
221

◆
219

◆
220

◆
206

◆
197

◆
177

◆
167

■
201

◆
160

■
200

◆
159

職員数

一般行政部門職員数
（教育・消防行政、公営企業などは除く）

1211 13 14 15 16 17 18 19 20 22 23 2421 （年度）
150

175

200

225

250

275

300

325

350

※教育長を除く一般職の職員数です。

平成24年４月１日現在
職員数　２００人
※職員数は、平成11年４月１日 
から135人減少したことに 
なります。

阿久根市役所

市役所からの

お知らせ
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人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
の
公
表

⑸　職員の初任給の状況（平成24年４月１日現在）

区　　　分
阿久根市 国
初任給 初任給

一般行政職
大学卒 161,600円 172,200円
高校卒 140,100円 140,100円

（注）　阿久根市・国ともに特例減額前の額です。

⑷　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成24年４月１日現在）
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
44.2歳 304,500円 334,400円 － － －
（注）１　「平均給料月額」とは、平成24年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額
を合計したものです。

３　阿久根市には技能労務職員がいません。

⑶　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
区　　分 阿久根市 全国市平均 県内市平均 鹿児島県
平成23年 97.2 98.8 99.1 95.5 
（参考）
平成22年
平成18年

96.6
98.4 

98.8
97.4 

99.0
98.3 

94.3
99.5 

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

⑵　職員給与の状況（一般会計当初予算）

区　分
職員数
Ａ

給　　　　与　　　　費 一人当たり給与費
Ｂ/Ａ給　　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　 Ｂ

24年度 179人 655,771千円 71,099千円 254,142千円 981,012千円 5,481千円
（注）１　職員手当には退職手当負担金は含みません。

２　給与費は当初予算に計上された額（教育長を含む）です。

⑹　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成24年４月１日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 228,514円 － －
高校卒 － － 293,309円

（注）１　金額は、各経験年数に在職する職員の平均額です。
２　対象となる職員がいない場合はハイフン（－）としています。

２　職員の給与の状況
⑴　人件費の状況（総務省地方財政状況調査より）

区　　分
住民基本
台帳人口

（24年３月末）
歳 出 額

Ａ
実質収支 人 件 費

Ｂ
人件費率

Ｂ/Ａ

（参考）
22年度の
人件費率

平成23年度 23,140人 11,179,762千円 456,537千円 1,818,621千円 16.3 ％ 14.8％
（注）人件費には特別職給与、議員・各種委員・嘱託員等に支給される報酬、退職手当負担金、共済組合負担金等が含まれます。

正平丘山頂からの眺望（大漉区）

人事行政の運営などの状況を公表します
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⑺　一般行政職の級別職員数等の状況（平成24年４月１日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計
標準的な
職務内容

主事補･技師補
主事･技師 主事・技師 主任 主査･係長等 課長補佐等 課長等 指定課長

職員数（人） 14 11 18 62 43 17 0 165

構成比（％） 8.5 6.7 10.9 37.6 26.1 10.3 0.0 100.0
（注）７級（指定課長）の制度運用はしていません。

⑻　職員の手当の状況
ア　期末勤勉手当

阿 久 根 市 国
（23年度） （23年度）
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.670月分 ６月期 1.225月分 0.675月分
12月期 1.375月分 0.670月分 12月期 1.375月分 0.675月分
計 2.600月分 1.340月分 計 2.600月分 1.350月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

イ　退職手当（平成24年４月１日現在）
阿 久 根 市 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 23.50月分 32.76月分 勤続２０年 23.50月分 30.55月分
勤続２５年 33.50月分 41.34月分 勤続２５年 33.50月分 41.34月分
勤続３５年 47.50月分 59.28月分 勤続３５年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の 定年前早期退職特例措置 その他の 定年前早期退職特例措置
加算措置 （２％～20％加算） 加算措置 （２％～20％加算）

退職時特別昇給 無 退職時特別昇給 無
（注）１　本市は平成18年度から鹿児島県市町村退職手当組合（現：鹿児島県市町村総合事務組合）に加入しています。

２　その他の加算措置については、勧奨退職者扱いのみ適用しています。

ウ　特殊勤務手当（平成24年４月１日現在）
支給実績（23年度） 386千円
支給職員１人当たり平均支給年額（23年度） 18,362円
職員全体に占める手当支給職員の割合（23年度） 10.3%
手当の種類（手当数） 6

主 な 手 当 の 名 称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
感染症等防疫作業従事手当 防 疫 作 業 従 事 員 防 疫 作 業 日額　200円
家 畜 伝 染 病 防 疫 作 業 手 当 防 疫 作 業 従 事 員 防 疫 作 業 日額　500円
病 害 虫 防 疫 作 業 手 当 防 疫 作 業 従 事 員 防 疫 作 業 日額　500円

エ　時間外勤務手当
支給実績（21年度） 21,087千円
支給職員１人当たり平均支給年額（21年度） 111千円
支給実績（22年度） 20,165千円
支給職員１人当たり平均支給年額（22年度） 118千円
支給実績（23年度） 20,133千円
支給職員１人当たり平均支給年額（23年度） 124千円

オ　その他の手当（平成24年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（23年度）

支給職員１人当たり
平均支給年額（23年度）

扶 養 手 当

①配偶者 13,000円
②配偶者以外 6,500円
③配偶者がない場合 11,000円
・満16歳の年度始めから満22歳の年度
末までの子　１人につき5,000円加算

同 30,834千円 250,686円

住 居 手 当
借家（家賃12,000円以上）
家賃の額に応じて最高27,000円まで 同 11,233千円 249,621円

通 勤 手 当
２㎞以上３㎞未満は2,750円
以下１㎞増すごとに750円加算
15㎞以上最高支給額12,500円

異
距離の区分
が異なる

7,918千円 69,458円

管理職手当 課長　22,600円（22,261円） 異 支給率が異なる 5,105千円 268,702円
調 整 額

保育所に勤務する職員
４級職員　10,200円、５級職員　10,600円 509千円 127,200円

（注）　管理職手当の（　）内の額は、55歳を超える者に対する支給単価です。

市役所からの

お知らせ
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３　特別職の報酬等の状況（平成24年４月１日現在）

区　　分 給料月額等

給
料

市 長
副 市 長
教 育 長

640,000円（800,000円）
570,600円（634,000円）
528,300円（587,000円）

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

371,000円
290,000円
263,000円

期
　
末
　
手
　
当

市 長
副 市 長
教 育 長

（23年度支給割合）
６月期　1.40月分
12月期　1.55月分
　計　　2.95月分

議 長
副 議 長
議 員

（23年度支給割合）
６月期　1.40月分
12月期　1.55月分
　計　　2.95月分

退
職
手
当

市 長
副 市 長
教 育 長

（算定方式）　　　　　（支給時期）
給料×在職月数×0.4　　１期ごとに支給
給料×在職月数×0.3　　　　 同上
給料×在職月数×0.3　　　　 同上

（注）１　市長の給料は、平成23年３月１日から20％ 
減額して支給しています。

２　副市長及び教育長の給料は、平成23年２月17

日から10％減額して支給しています。
３　（　）内の額が条例に規定されている額です。
４　期末手当については支給実績です。

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成24年４月１日現在）

区　　　　　分 状　　　　　　　　況
勤 務 時 間 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
休 憩 時 間 上記勤務時間内に60分
勤務を要しない日 国民の祝日、土曜日、日曜日、12月29日～１月３日

年 次 休 暇
１年につき20日付与。現年度付与分のみ翌年度に繰り越し可。平成23年の 
平均取得日数は、一人当たり9.9日でした。

そ の 他 の 休 暇 等 病気休暇、特別休暇、育児休業等

⑵　懲戒処分者数（平成23年度） （単位：件）

処分の種類
処分の具体的事由

免職 停職 減給 戒告 合計

一般服務違反関係
信用失墜行為 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

道路交通法違反
職務遂行中 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

合　　　計 0 0 0 0 0

５　職員の分限及び懲戒処分

⑴　分限処分者数（平成23年度） （単位：件）

処分の種類
処分の具体的事由

免職 降任 休職 降給 合計

勤務実績が良くない場合 0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 0 0 0

職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0

職制、定数の改廃、予算の減少により廃
職、過員を生じた場合

0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0

条例で定める事由による場合 0 0 0 0 0

合　　　計 0 0 0 0 0

職員に対する分限処分は、公務

の能率の維持および適正な運営の

確保という観点から行われる処分

で免職、降任、休職、降給の種類

があります。

また、懲戒処分は、職員の非違

行為に対して、職場の秩序を維持

し、回復を図るために行われる 
処分で免職、停職、減給および 
戒告の種類があります。

平成23年度においては、左表の

とおりです。

市役所１階南側

人事行政の運営などの状況を公表します
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人事行政の運営などの状況を公表します

６　職員の服務の状況

地方公務員法第30条の規定により、職員は、全体の奉仕

者として公共の利益のために勤務し、職務遂行に当たって

は全力を挙げてこれに専念しなければならないとされて 
います。

この服務の根本基準を実行するために、職員には地方公

務員法の規定により次のような職務上の義務があります。

・法令および上司の職務上の命令に従う義務

・信用失墜行為の禁止　・秘密を守る義務

・職務に専念する義務　・政治的行為等の制限

・争議行為等の禁止　　・営利企業等の従事制限

８　職員の福祉および利益の保護の状況

⑴　職員の健康診断の状況（平成23年度）

区　　　分 受診者数
定期健康診断 １５６人

人間ドック

２日ドック ２９人
１日ドック ８人
脳ドック ４人
節目ドック ０人

結核検診 １５７人
ＶＤＴ検診 １４８人

⑵　阿久根市職員互助会の代表的な給付金等の状況
（平成24年４月１日現在）

区　　　　　分 給付額等
うち、公
費負担分

会員の会費等
による負担分

人間ドック
費用助成

２日ドック 15,000円 0円 15,000円
１日ドック 11,000円 0円 11,000円
脳ドック 11,000円 0円 11,000円

死亡弔慰金

会員 50,000円 0円 50,000円
配偶者 30,000円 0円 30,000円
父母、子並び
に同居家族

10,000円 0円 10,000円

傷病見舞金

15日以上の
傷病者

10,000円 0円 10,000円

重度の障害
の場合

20,000円 0円 20,000円

災害見舞金
住居の全壊 20,000円 0円 20,000円
住居の半壊 10,000円 0円 10,000円

結婚祝金 30,000円 0円 30,000円

出産祝金
一人につき
（子）

10,000円 0円 10,000円

⑶　公務災害補償制度（平成23年度）

加入団体 災害件数 災害の概要
地方公務員災害補償基金
鹿児島県支部

０件 －

９　勤務条件に関する措置の要求等の状況

（平成23年度）

勤務条件に関する措置の要求 ０件
不利益処分に関する申立ての状況 ０件

７　職員の研修および勤務成績の評定の状況

研修実績（平成23年度）

研　　修　　名 修了･受講人員

自
治
研
修

セ
ン
タ
ー

基本研修
一般職員研修 １４人
管理監督者研修 ９人

専門研修 ４人

そ
の
他

研
　
修

出先機関等研修 １８人
法制執務研修（中級） １５人
その他 ５１１人

なお、勤務成績の評定については、平成18年度から「人事評価制度」を実施しており運用しています。

鹿児島県市町村振興協会自治研修センターで行われる基本研修に、新規採用職員や採用後３～５年、７～９年、

12年以上の職員および係長以上の職員を参加させています。

出先機関等研修では、市町村アカデミーに参加し、専門研修では、自己啓発等のためのクレーム対応研修や民法

研修等に参加しました。また、市独自の研修として、法制執務研修（中級）や接遇実践研修を実施しました。

平成17年３月に策定した「阿久根市人材育成基本 
方針」では『現状を見直し、自己と地域社会の未来を

豊かに創造できる「未来創造型職員を目指せ」』をテー

マに、自己啓発、職場研修、職場外研修の３つを研修 
の大きな柱と位置付け人材育成を推進してきてい 
ます。

平成23年度に行った研修の主なものは表のとおり 
です。
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子
ど
も
の
人
権
110

番

0120（0
07）110フリーダ

イヤル

ぜ ろ
ぜ ろ

な な
の

ひゃくと
おばん

「いじめ」などの「なやみ」をそうだんできます
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　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

阿
久
根
商
工
会
議
所
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
販
売
し
ま
す
（
有
効
期
限
　
平
成
25

年
１
月
31

日
ま
で
）。
口
蹄
疫
対
策
地
域
活

性
化
事
業
の
一
環
。

購
入
価
格
５
千
円
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

５
百
円
が
つ
き
ま
す
。購
入
は
１
人
１
回
５
万

円
ま
で（
複
数
回
可
）、売
り
切
れ
次
第
終
了
。

な
お
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
県
産
豚

肉
・
牛
肉
お
よ
び
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
ハ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
缶
詰
な
ど
の
購
入
又
は

そ
れ
ら
の
料
理
を
提
供
す
る
市
内
49
店
舗
で

使
用
で
き
ま
す
。

◇
商
品
券
の
販
売
所

①
阿
久
根
商
工
会
議
所

②
大
川
出
張
所
　
毎
週
木
曜

③
三
笠
支
所
　
　
毎
週
火
曜

※
②
、
③
に
つ
い
て
は
販
売
状
況
に
よ
っ
て

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
久
根
商
工
会
議
所

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
５

商
工
会
議
所
が

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

鹿
児
島
県
と
熊
本
県
と
で
「
第
５
回
薩
摩

街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

南
九
州
の
陸
上
交
通
の
大
動
脈
だ
っ
た
薩

摩
街
道
。
九
州
を
平
定
し
た
豊
臣
秀
吉
や
参

勤
交
代
の
薩
摩
藩
主
島
津
氏
を
は
じ
め
、
天

璋
院
篤
姫
、
西
郷
隆
盛
、
坂
本
龍
馬
な
ど
偉

人
た
ち
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
地
域
の
歴
史

薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク
開
催
の
ご
案
内

や
魅
力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

◇
開

催

日
　
12
月
２
日
㈰

◇
参

加

料
　
千
円
（
中
学
生
以
下
500
円
）

◇
申
込
締
切
　
11
月
９
日
㈮
ま
で

ハ
ガ
キ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
み
。

※
問
い
合
わ
せ
先

県
北
薩
地
域
振
興
局
　
総
務
企
画
課

☎
０
９
９
６
（
２
５
）
５
１
０
７

http//www.nanauram
eguri.com

/
satsumakaidou/

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
高
齢
者
等
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
10
月
中
旬
ご
ろ
個
別
に
予
診
票

を
配
布
し
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
、
接
種
を
受
け
る
法
律
上
の
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
ら
の
意
思
で
予

防
接
種
を
希
望
す
る
方
の
み
が
、
自
己
責
任

で
接
種
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
22
年
12
月
31
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
じ

ん
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
害
を
有
す
る
者
お
よ
び
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
者

◇
実
施
期
間
　
10
月
15
日
〜
12
月
31
日

◇
実
施
場
所
　
各
医
療
機
関

◇
自
己
負
担
　
千
円

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

※
接
種
の
際
は
、
予
診
票
（
水
色
）
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課

保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
７
・
１
４
５
８
）

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
な
ど
を
持
参
し
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
11
月
29
日
㈭

９
時
40
分
〜
15
時
40
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
10
会
議
室（
１
階
）

※
代
理
の
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

◇
予
約
期
間
　
11
月
１
日
か
ら
11
月
12
日

※
予
約
受
付
先

市
民
環
境
課

国
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
３
）

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
。

巡
回
相
談
会
の
お
知
ら
せ

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
が
、
10

月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
虐
待
に

よ
っ
て
障
が
い
者
の
権
利
や
尊
厳
が
お
び
や

か
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
法
律
で
す
。
障
が
い

者
の
安
定
し
た
生
活
や
社
会
生
活
を
助
け
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
で
虐
待
防
止
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

◇
障
が
い
者
虐
待
の
例

身
体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、

放
棄
・
放
任
、
経
済
的
虐
待

障
が
い
者
の
虐
待
に
気
づ
い
た
人
に
は
、

担
当
窓
口
へ
の
通
報
義
務
が
あ
り
ま
す
。
地

域
ぐ
る
み
の
早
め
の
対
応
や
支
援
が
、
虐
待

さ
れ
て
い
る
障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、
虐
待

し
て
い
る
家
族
な
ど
が
抱
え
て
い
る
問
題
解

決
に
も
繋
が
り
ま
す
。

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守
る

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
引
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

が
、『
子
ど
も
が
学
校
に
い
け
な
い
』『
人
と

接
す
る
の
が
苦
手
で
外
出
で
き
な
い
』
な
ど

の
子
ど
も
・
若
者
が
抱
え
る
様
々
な
悩
み
や

問
題
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
相
談
費
用
は
無
料
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
11
月
３

日
㈯
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
11
月
10
日
㈯
　
13
時
〜
17
時
10
分

◇
場
所
　
市
民
会
館

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

（
引
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

http://www.soudancenter-k.com/

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
８
２
３
０

℻
０
９
９
（
２
５
７
）
８
２
３
１
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　 ら し の 情 報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

（
生
き
が
い
対
策
課
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
６
）

◇
日
時
　
11
月
21
日
㈬
　
13
時
〜
16
時

◇
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

薩
摩
川
内
市
永
利
町
４
１
０
７
│

１

◇
対
象
　
求
職
者
な
ど

◇
内
容
　
福
祉
職
場
の
人
事
担
当
者
と
就
職

希
望
者
の
就
職
面
談
会

※
問
い
合
わ
せ
先
　
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８

北
薩
地
域
『
福
祉
の
職
場
ミ
ニ
就
職

面
談
会
』
開
催
の
ご
案
内

宅
地
建
物
の
取
引
や
相
続
、
登
記
、
税
金

な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
税
理
士
が
無
料
で
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時
　
11
月
８
日
㈭
　
10
時
〜
15
時

◇
場
所
　
出
水
市
中
央
公
民
館

※
問
い
合
わ
せ
先

県
土
木
部
建
築
課

管
理
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７

宅
地
建
物
取
引
の
無
料
相
談

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
月
間
」
で
す

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

の
総
称
で
す
。
社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
会
社
は
、
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
事
業
主
の
方
は
、

お
早
め
に
加
入
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

◇
日
時
　
11
月
19
日
㈪
　
13
時
〜
15
時

◇
場
所
　
Ｊ
Ａ
三
笠
野
菜
集
荷
場

（
Ａ
コ
ー
プ
三
笠
横
）

◇
回
収
費
用
（
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
）

・
粉
剤
、
粒
剤
、
水
和
剤
、
乳
剤
　
300
円

・
銅
、
亜
鉛
、
塩
素
酸
塩
　
500
円

・
土
壌
消
毒
剤
　
９
０
０
〜
１
，１
０
０
円
な
ど

な
お
、
回
収
費
用
に
つ
い
て
は
現
金
で
徴

収
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
３
７
）

廃
残
農
薬
の
回
収
を
行
い
ま
す

候
補
者
の
皆
さ
ま
に
11

月
中
旬
ご
ろ
、

「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」、「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載

の
お
知
ら
せ
」
の
封
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

書
類
内
容
な
ど
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
裁
判
員
候
補
者
に
つ
い
て
は

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
訟
廷

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
７
３
（
直
通
）

・
検
察
審
査
員
候
補
者
に
つ
い
て
は

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
１
９
（
直
通
）

裁
判
員
・
検
察
審
査
員
候
補
者

の
皆
さ
ま
へ

平
成
24
年
の
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
登
録
漏

れ
な
ど
の
確
認
が
必
要
な
方
は
縦
覧
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間
　
10
月
20
日
㈯
〜
11
月
３
日
㈯

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

◇
縦
覧
場
所
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
４
１
）

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
６
８
５

・
川
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
３
２
２
５

消
す
ま
で
は

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11
月
９
日
㈮

か
ら
11
月
15
日
㈭
ま
で
の
７
日
間
実
施
さ
れ

ま
す
。

火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
、空
気
が
乾
燥

し
や
す
い
時
季
で
す
。十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
火
事
を
出
さ
な
い
ポ
イ
ン
ト

・
火
を
使
う
時
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
火
を
消
し
た
時
は
、
完
全
に
消
え
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る

・
出
か
け
る
前
や
寝
る
前
に
、
火
の
元
を
確

か
め
る

◇
わ
っ
火
事
だ
Y
そ
の
時
の
心
構
え

・
早
く
知
ら
せ
る

・
早
く
火
を
消
す

・
早
く
逃
げ
る

◇
設
置
し
て
く
だ
さ
い
住
宅
用
火
災
警
報
器

火
災
に
よ
る
死
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
昨
年
６
月
か

ら
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
置
場
所
は
、

国
の
基
準
で
「
寝
室
」
や
「
階
段
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
で
悪
質
な
訪
問
販
売
（
不
適

正
な
価
格
、
無
理
強
い
販
売
な
ど
）
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
　
警
防
課
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

◇
日
時
　
10
月
24
日
㈬
〜
10
月
30
日
㈫

10
時
〜
20
時

※
最
終
日
は
19
時
ま
で

◇
会
場
　
鹿
児
島
山
形
屋
１
号
館

地
下
１
階

阿
久
根
物
産
展
開
催

鹿
児
島
山
形
屋
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リフレッシュ！ 講師：健康運動実践指導者

健康体操（秋コース）参加者募集
対 象 者  市内在住のやせたい方、体形を維持した

い方、リフレッシュしたい方

※総合健診を受けた方や65歳未満の方を

優先します。

※男性もお気軽にご参加ください。

内　　容  ストレッチ、ウォーキング、筋力トレー
ニングなど、軽運動を無理なく楽しく

行います。

日　　程  全10回　午前10時～午前11時（すべて木曜日に開催）

11／８、11／15、11／22、11／29

12／６、12／13、12／20

１／17、１／24、１／31

場　　所  働く女性の家（阿久根市保健センター２階）
募集人員  15名

申 込 み  平成24年11月１日㈭までに電話・ＦＡＸでお申込みください。

リフレッシュY健康体操

とにかく楽しい

ですY

リピーターも 
多いので早めに

お申し込みをZ

ウォーキング･ウォークラリー大会
大川校区体協のご協力により、大川校区で行われるウォークラリーに校区外

の方でも参加することができます。

過ごしやすい季節、歩きながら阿久根の魅力を再発見してみませんか？

日 　 程 11月18日㈰

集 合 時 間 午前８時30分

集 合 場 所 大川中学校体育館

コース内容
大川中⇒本之牟礼分校跡⇒
牛之浜地区の水源地
距離：約８キロ　時間：約３時間

※ただし、校区外の方の当日のケガなどについては、自己責任としますので、

ご注意ください。

〈問い合わせ・申込み先〉　健康増進課　保健予防係

☎　０９９６－７３－１２１１（内線１４５７・１４５８・１４６１）

ＦＡＸ　０９９６－７３－０２９７

市民ふれあいフェスタ
（健康づくりフェア）でも
ウォーキング大会を開催します
日　　時：11月23日㈮

午前９時30分～午前10時30分
集合場所：市民会館前広場

８月･９月の総合健診を受けられなかった方へ
12月６日㈭、12月７日㈮に追加で総合健診を行うことになりましたZ
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今の日本人は栄養をとりすぎの傾向にありますが、カルシウムの摂取量は不足しています。
介護が必要になる原因の第５位が骨折・転倒です。骨粗しょう症を予防し、元気で過ごすため
に一緒に食生活を見直してみませんか？

対　象　者  阿久根市にお住まいで現在介護をしている方
または、65歳以上の方

調理実習費  １回目と３回目に300円

場　　　所  阿久根市保健センター、
働く女性の家（調理実習室）

募 集 人 員  先着20名

申　込　み  平成24年10月29日㈪までに、

電話・ＦＡＸでお申込みください。

持参する物  筆記用具、エプロン、三角巾、お米（0.5合）
日　　程 内　　　　　　　　容 講　　師

１
11月６日㈫
10時～13時

骨折知らずY骨粗しょう症予防のための食生活について
◆調理実習

管理栄養士

２
11月20日㈫
10時～正午

お口のはたらきと口腔ケアの大切さについて 歯科衛生士

３
12月４日㈫
10時～13時

いきいき元気Y免疫機能アップにつながる食生活について
◆調理実習

管理栄養士

骨こつ 栄養教室で介護予防
コツコツ！

10月は『臓器移植普及推進月間』です
臓器移植とは、重い病気や事故などにより臓器の機能が低下し、移植でしか治療できない方

と死後（脳死後あるいは心臓が停止した死後）に臓器を提供しても良いという方を結ぶ医療で、

第三者の「善意」による臓器の提供がなければ成り立たない医療です。日本で臓器の提供を待っ

ている方は、およそ13,000人おられ、そのうち移植を受けられる方は、年間およそ300人です。

あなたの意思で救える命が 
あります。

家族など大切な人と話し合っ

てみましょう。

「ＳｔｏｐYメタボリックシンドローム　健康は、運動と食事から」
～10月は、かごしま健康イエローカードキャンペーン強化月間ですY～

健
康
コ
ー
ナ
ー
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図書館へ行こうY
　『おすすめ本』は、いかがですか？
話題の本や賞をとった作品
など、『おすすめ本』に見出
しをつけて紹介しています。
まだ手にしたことのない本
も、ぜひご一読ください。

　新刊案内
・『光圀伝』 冲方　丁（著）

なぜ、あの男を自らの手で殺める
ことになったのか。老齢の光圀は、
水戸・西山荘の書斎で、誰にも語る
ことのなかったその経緯を書き綴る
ことを決意する…。まったく新しい
“水戸黄門”像を描く。

・『幸せの条件』 誉田哲也（著）
「新燃料・バイオエタノール用に
コメを作れる農家を探してこいY」
突然の社長命令を受け、片山製作所・
伝票整理担当で農業知識ゼロの梢恵
は単身農村へ…。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加ください。
・11/10㈯　14時～
映画会
・11/17㈯　14時～
バンビ教室（読み聞かせ）
・11/24㈯　14時～
手作り教室

・『光降る丘』 熊谷達也（著）
2008年６月14日。栗駒山中腹の共
英地区は凄まじい揺れに呑み込まれ
た。行方不明になった祖父を捜索す
る智志を奮い立たせるのは、かつて
祖父が話してくれた、戦後開拓時代
の物語だった…。

・『不法愛妻家』 デビット・ゾペティ（著）
あらゆる掟を破っても愛妻家をつ
らぬこう。結婚してからも続く、まっ
すぐな恋。ロマンチストなイタリア
人男性とせっかちでドライな大阪人
女性の、波乱万丈の国際結婚をユー
モラスに描く長編小説。

おすすめ本

手作り教室

昔の阿久根の写真を募集していますY
秘書広報係
☎０９９６－７３－１２１１（内線１２１４）

昭和35年に行われた市消防操法
競技大会（阿久根中学校校庭）

昭和35年に行われた阿久根市消防操法競技
大会の写真です。当時の資料によると、１位
は折口、２位は桑原城、３位は多田分団でした。
当時は消防機材が重く、大がかりな操法で
あったため、練習するのも一苦労とのことで
した。しかし、現在同様、各分団の代表とし
て出場することは、団員として誉れなことだっ
たそうです。

現在

写真館昔
今写真が語る

阿久根の

◆平成24年度全国少年補導功
労者表彰
県警察署で全国少年補導

功労者の表彰状伝達式が行
われ、牧尾正恒さんが栄誉
金章を受章されました。
牧尾さんは昭和62年から

少年指導委員の委嘱を受
け、長年、少年の非行防止

や健全育成のための活動をされていたこと
が認められての受章となりました。

◆県子ども会育成連絡協議会
優良育成団体の部で表彰
県青少年会館で、鹿児島

県子ども会育成連絡協議会
表彰式が行われ、優良育成
団体の部で『潟子ども会育
成会』が表彰されました。
昨年、『潟子ども会育成会』

は、潟区の活動と連携して、
餅つき交流会や子ども神

輿、十五夜などの行事に積極的に取り組
まれたことが認められての受賞となりま 
した。

牧尾正恒さん
（大尾区）

潟子ども会育成会

平成23年度会長

大漉辰也さん
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※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。

阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

空
高
し
木
槿
の
花
の
咲
き
つ
ぎ
て
給
び
た
る
人
の
偲
ば
る
る
日
々 

遠
矢
　
　
律

た
め
ら
ひ
の
無
き
雷

い
か
づ
ちに

丘
の
上
の
狭
き
わ
が
家
一
瞬
ゆ
る
る 

河
南
誠
一
郎

灼
熱
の
光
を
反
し
溢
れ
咲
く
日
々
草
よ
残
暑
も
癒
せ 

白
濵
　
ノ
ブ

心
な
し
か
秋
を
ふ
ふ
み
て
今
朝
の
風
　
孕は

ら

む
青
田
を
さ
や
か
に
渡
る 

亀
澤
　
笑
子

待
ち
侘
び
し
父
の
帰
還
に
安
堵
せ
し
や
　
ひ
と
月
の
の
ち
母
は
逝
き
た
り 

有
田
イ
チ
エ

仏
教
の
通
信
教
育
教
は
り
し
人
も
世
に
な
く
新
盆
と
な
る 

野
村
　
克
江

夏
野
菜
じ
っ
く
り
煮
込
む
夕
餉
時
　
逝
き
に
し
母
の
味
と
親
し
む 

佐
潟
　
俊
子

か
き
氷
の
の
れ
ん
に
ひ
か
れ
入は

い

り
た
り
暑
さ
の
長た

け
る
長
鳥
に
来
て 

木
場
　
克
子

名
月
に
兎
は
住
ま
ず
詩
歌
住
む
と
逝
き
に
し
夫
の
日
記
に
あ
り
ぬ 

川
畑
　
ス
ミ

裏
山
の
ひ
と
き
は
高
き
杉
の
秀
に
捕
獲
さ
れ
た
り
十
六
夜
の
月 

別
府
　
義
明

　
５
歳
の
娘
に
将
来
、
何
に
な
り
た
い

か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
○
Ｋ
Ｂ
に
な
り
た

い
」
と
某
ア
イ
ド
ル
名
を
即
答
。
そ
う

言
い
終
わ
っ
て
す
ぐ
、「
も
う
、
お
願
い

し
て
あ
る
か
ら
な
れ
る
よ
」
と
続
い
た

た
め
、『
誰
に
お
願
い
し
た
の
よ
』
と
ツ

ッ
コ
み
た
く
な
り
ま
し
た
が
、「
お
父
さ

ん
も
お
願
い
し
と
く
ね
」
と
切
り
返
し

ま
し
た
。
す
る
と
、「
お
父
さ
ん
、
事
務

所
の
電
話
番
号
知
っ
て
い
る
の
、
知
ら

な
い
く
せ
に
」
と
言
わ
れ
る
始
末
。『
ど

こ
で
事
務
所
な
ど
と
い
う
言
葉
を
』
と

思
い
ま
し
た
が
、湯
元
健
一
選
手
の
「
将

来
な
り
た
い
も
の
を
口
に
出
す
と
い

い
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
、「
お
父

さ
ん
も
応
援
す
る
ね
」
と
返
し
ま
し
た
。

子
の
夢
を
黙
っ
て
受
け
止
め
る
。
そ
れ

で
い
い
の
か
も
。　
　
　
　
　
　（
寺
園
）

人のうごき
９月30日現在

（　）は前月比

人　口
23,018人
（−25人）

男
10,791人
（−6人）

女
12,227人
（−19人）

世帯数
10,602世帯
（−6世帯）

出 生 5人
死 亡 32人
転 入 35人
転 出 33人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

仮
屋
園
颯そ
う

介す
け

　
秀
　
二
（
市
　
外
）

跡
上
　
煌こ
う

大た

　
友
　
久
（
黒
之
浜
）

出
口
ひ
な
た
　
隆
　
盛
（
　
浦
　
）

尻
無
す
み
れ
　
一
　
平
（
高
之
口
）

山
口
　
謙け
ん

信し
ん

　
　
崇
　
（
尻
無
下
）

田
中
　
正
文
55
（
大
　
尾
）
由
美
子

法
福
　
ミ
チ
100
（
　
段
　
）
隆
　
藏

西
村
　
登
代
85
（
高
　
松
）
松
ヶ
野
正
弘

倉
村
　
純
廣
65
（
遠
　
矢
）
カ
ズ
ヨ

廣
田
　
忠
治
70
（
　
段
　
）
イ
ツ
子

西
園
ア
サ
ヲ
96
（
高
之
口
）　

力

和
田
　
サ
ヨ
89
（
高
之
口
）　

始

下
島
　
重
人
80
（
黒
之
上
）
フ
ミ
子

前
平
　
盛
雄
71
（
牟
　
田
）
み
ち
子

福
永
　
フ
ヂ
96
（
永
田
上
）
則
　
雄

児
玉
　
末
廣
77
（
桑
原
城
上
）
信
　
子

萇
野
　
守
人
79
（
上
　
野
）
ク
ニ
ヱ

柏
木
　
才
五
83
（
上
　
原
）
博
　
文

平
田
　
稔
　
87
（
陳
之
尾
）
ナ
　
ミ

長
谷
モ
モ
エ
85
（
新
　
町
）
義
　
一

松
野
ハ
ル
ヱ
98
（
　
浦
　
）
静
　
次

嶋
　
ハ
ル
子
91
（
大
　
尾
）
洋
　
之

川
畑
　
文
男
68
（
新
　
町
）
喜
美
代

花
木
　
ク
モ
98
（
中
屋
敷
）
良
　
治

瀧
川
シ
ズ
子
79
（
的
　
場
）
利
　
孝

白
石
　
建
造
86
（
大
　
丸
）
千
　
鶴

鮫
島
　
三
雄
56
（
　
潟
　
）
健
　
一

赤
瀬
川
　
惇
88
（
中
　
村
）
レ
イ
子

宮
原
ス
ミ
エ
67
（
　
栫
　
）
正
　
利

松
永
　
忠
　
83
（
牛
之
浜
）
ミ
ツ
子

㞍
無
濱
豊
美
74
（
尻
無
中
）
ミ
ド
リ

神
之
田
實
男
68
（
古
　
里
）
ア
キ
子

宮
本
ス
ガ
エ
100
（
　
潟
　
）

　
男

奥
　
　
寛
𠮷
60
（
山
下
馬
場
）
か
よ
子

花
田
　
將
尚
68
（
深
　
田
）
中
井
正
司

牟
礼
　
マ
ン
89
（
牛
之
浜
）
修
　
一

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

９月17日の台風16号接近と高潮の影響で、脇本海岸に漂着ゴミ

が打上げられていたため、三笠中の３年生54名がウミガメ保護の

ためにも、元のきれいな海岸になるようにと、清掃活動を行いまし

た。日中の日差しが強い中、生徒たちの笑顔で元気よくゴミを拾っ

ている姿がまぶしく感じられました。

阿
久
根
を

『
清
掃
』
致
し
候
。脇本海岸の清掃活動を行う

三笠中学校３年生の生徒たち

其
の
十
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

古こ

賀が

　
ほ
た
る
　

さ
ん
™0

◇趣味は何ですか・・・
ＤＶＤを観ること

◇性格は・・・
マイペース

◇理想の異性像は・・・
自分をしっかり持っている人

◇今、一番興味のあることは・・・

G
ゴ シ ッ プ

OSSIP G
ガ ー ル

IRL（ 海 外 ド ラ マ ） を 観 る 
ことです。

◇将来の夢は・・・
介護福祉士

私たち『おはなしクレヨン』は、山下小学校の子ども
たちに人形劇や絵本などの読み聞かせ活動を、毎週木曜
日に下学年を対象に１回、学期ごとに全学年を対象に 
１回行っています。会員６名。

14年ほど前に当時の小学１年生の保護者が「子ども
たちのために何かできないだろうか。」ということで発
足したのが始まりとのこと。現在、会員を募集中で、賛
同いただける方、大歓迎です。
【連絡先】阿久根市立山下小学校

☎０９９６－７２－００６２

山下小『おはなしクレヨン』
サークル紹介

イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報

■
11
月
４
日
㈰

『
秋
の
市
』

本
町
通
り
で
「
秋
の
市
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
11
月
10
日
㈯　

８
時
～
17
時

11
月
11
日
㈰　

８
時
～
正
午

『
縁
う
さ
ぎ
』

尾
崎
区
の
尾
﨑
政
美
さ
ん
宅
で
、
尾

崎
地
区
の
キ
ル
ト
部
会
主
催
の
「
縁
う

さ
ぎ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
11
月
18
日
㈰　

９
時
～
15
時

『
山
下
の
風
ま
つ
り
』

山
下
小
学
校
内
で
「
山
下
の
風
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
山
下

の
風
を
感
じ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

秋
の
市

縁
う
さ
ぎ

山
下
の
風

ま
つ
り

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ


